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アメリカ穀物協会が 2015年のトウモロコシ生産関連ビデオシ

リーズの第 1弾を公開－作付進捗に焦点 
 

2015年のトウモロコシ生育期の経時的なビデオの最初の 3篇がオンラインで公

開されています。それらのビデオは、アイオワ州、ミネソタ州、テキサス州で

の作付状況をハイライトしています。 
 

これらのビデオは右のアドレスでご覧になれます http://tinyurl.com/plant15. 

2015年のトウモロコシ生育期は、コーンベルト全体に広がった低温の影響で遅れた

作付で始まりました。 

テキサス州の農家チャド・ウェッツェル氏は「トウモロコシの作付は例年通りに行

きませんでした。5月にはまだトウモロコシはくるぶしの高さにしか成長していな

く、実際に作付は 1か月遅れてしまいました」と述べています。 

多くの米国の農家にとって、平年より遅れてトウモロコシの作付が行われましたが、

6月 1日までには、ほぼすべての作付を終わることができました。また、これらの

遅れにかかわらず、7月 10日の米国農務省の需給予測報告では、2015年の米国産

トウモロコシは 3億 4,300万トン（135億ブッシェル）という豊作を見込んでいま

す。 

その一因は遺伝子組み換えトウモロコシにあります。遺伝子組み換えトウモロコシ

は米国でのトウモロコシの生育期を短縮し、単収増加をもたらしています。  

ミネソタ中の農家、ゲーリー・ピューラス氏は、「単収は劇的に増加し、特に生育

初期の遺伝的性質がそれに寄与しています。30年前と比較すると単収は 30から 40

ブッシェル増加しています」と述べています。 

アイオワ州の農家、カート・ホラ氏も、「主に遺伝子組み換えトウモロコシを生産

しています。私たちが購入している遺伝子組み換えトウモロコシの持つ、育ってい

るトウモロコシを害虫や病害から守る性質を利用して、除草剤や殺虫剤の使用を抑

えることができるのです」と、種子技術の改良により、米国の農家の天候などの外

的要因への対応が改善されてきていると述べています。 

農家は天候の影響を最小限にしようとしていますが、それでも最大の単収を得られ

るかどうかのカギとなるのは天候です。 

夏の後半に公開するこのビデオシリーズの続編では、今回登場した農家でのトウモ

ロコシの生育状況をご覧いただけます。  

http://www.grains.org/
https://www.facebook.com/usgrainscouncil
https://www.facebook.com/usgrainscouncil
https://www.youtube.com/user/USGrainsCouncil
https://www.youtube.com/user/USGrainsCouncil
http://tinyurl.com/plant15

